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第72回茨城県社会福祉大会
ふれあいサロンはしば・『社協』を知っていますか？その8
ボランティアセンターだより
デジタルボランティア養成講座・
赤い羽根共同募金ポスター・ちょっといい話
善意銀行・寄付者紹介
インフォメーション



代
表
　矢
口

　は
る
美

　「
サ
ロ
ン
は
し
ば
」
は
、
今
年
９

月
に
開
設
し
ま
し
た
。
会
員
は
13

人
で
、
主
に
北
根
西
区
橋
場
地
区

の
女
性
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
７
月
に
近
所
の
方
か
ら
、
社
協

で
『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
』
と
い
う

事
業
を
勧
め
て
い
る
か
ら
私
達
も

始
め
て
み
な
い
か
と
話
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
方
の
尽
力
で
話
が
進

み
、
早
速
数
人
で
社
協
の
方
の
説

明
を
聞
き
、
地
区
の
集
会
で
話
を

し
た
と
こ
ろ
賛
同
を
得
ら
れ
、
わ

ず
か
一
か
月
程
で
立
ち
上
げ
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
開
催
は
毎
月
第
一
土
曜
日
の
午

前
中
、
北
根
公
民
館
で
行
っ
て
い

ま
す
。「
み
ん
な
で
顔
を
合
わ
せ
て

お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
」
の
が
一
番

の
目
的
で
す
。
地
域
の
交
流
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
昨
今
、
大
事
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
『
岩

間
の
伝
え
話
』
の
編
集
に
携
わ
っ

た
方
の
お
話
を
聞
き
ま
す
。
地
域

に
ま
つ
わ
る
話
な
の
で
興
味
深
く

好
評
で
す
。
話
を
聞
き
た
い
と
新

た
に
参
加
を
希
望
す
る
方
も
い
ま

す
。

　
ま
だ
手
さ
ぐ
り
の
状
態
で
す
が
、

み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
よ
り
楽
し
い
時
間
に
し
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

長
く
続
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

〇 理事会・評議員会の開催および監査の実施
〇 会計事務（予算・仕訳伝票作成・決算）
〇 職員給与・賞与等
〇 福利厚生等（社会保険・雇用保険・労働保

険等）の手続き
〇 人事管理（採用・雇用管理・退職等）

〇 在宅福祉サービス事業
〇 ふれあいサポート事業
〇 障害者就労継続支援Ｂ型事業

〇 赤い羽根共同募金運動
〇 歳末たすけあい募金運動
〇 善意銀行の運営

〇 地域福祉センター「ともべＡ・Ｂ館、いわ
ま」の管理

❽『社協』を知っていますか？『社協』を知っていますか？
～総務管理グループの仕事～

法人運営・経理事務・給与事務

住民向け各種事業

地域福祉事業

指定管理業務事業

総務管理グループは、法人運営など社協全体を支えています

岩間地区ふれあいサロンのご紹介ふれあいサロンのご紹介
ふれあいサロンはしば

　

　

社
会
福
祉
施
設
職
員

ひ
ま
わ
り
館
・ひ
ま
わ
り
キ
ッ
ズ
館

　
大
竹
　
康
博

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
か
さ
ま
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

　
横
山
　
と
し
子

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
さ
ま
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

　
枝
川
　
庄
五

社
会
福
祉
援
護
功
労
者

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

心
配
ご
と
相
談
員

　
高
橋
　
幸
子
　
鶴
田
美
代
子

社
会
福
祉
団
体
関
係
者

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
生
天
目
純
子
　
横
堀
　
松
壽
　
海
老
沢
照
子

と
も
べ
保
育
所

　
後
藤
　
尚
美
　
渡
邉
　
美
樹

く
る
す
保
育
所

　
髙
野
　
有
紀

社
協
職
員

　
佐
竹
百
合
子
　
鈴
木
美
佐
代
　
小
林
　
緑

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
栗
原
　
博
　
竹
田
　
和
子
　
船
橋
　
勇
一

　
前
川
　
幸
夫
　
菅
谷
　
幸
夫
　
塩
田
　
計
子

　
来
栖
川
悦
子
　
若
菜
き
ぬ
子
　
武
田
　
富
雄

　
内
桶
　
正
夫
　
伊
橋
　
理
代
　
成
田
　
惠
子

　
鈴
木
　
太
子

　施
設
職
員

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
ハ
ウ
ス
か
さ
ま

　
松
岡
　
淳
子

と
も
べ
保
育
所

　
枝
川
　
智
美
　
園
部
久
美
子

自
立
更
生
者

自
立
奉
仕
会

　茨
城
福
祉
工
場

　
亀
田
　
浩
希

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
笠
間
麺
友
会
　
和
カ
フ
ェ
笠
間
　

　
や
ま
ざ
く
ら
　
め
だ
か
ク
ラ
ブ

社
協
職
員

　
加
藤
　
明
美
　
山
崎
　
京
子

　
菱
沼
　
紀
子
　
増
渕
　
明
美

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

社
協
介
護
保
険
事
業
所

　
小
薗
江
三
奈
子
　
北
條
智
恵
子
　
富
田
歌
奈
子

　
成
田
　
惠
子
　
仲
田
美
津
江
　
鈴
木
き
よ
子

　
中
森
美
津
子
　
笹
嶋
　
公
子
　
田
中
　
悦
子

　
谷
中
　
幸
子
　
小
島
　
恵
子
　
髙
野
　
礼
子

　
道
川
　
敏
子
　
本
多
　
保
枝

　
式
典
に
先
立
っ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

〝
ポ
ル
タ
ー
モ
〞
に
よ
る
「
復
興
へ
の

思
い
を
語
り
と
音
楽
で
つ
む
ぐ
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
た
。

　
照
明
を
落
と
し
た
会
場
の
一
隅
か

ら
語
り
部
の
女
性
の
朗
々
と
し
た
声

で
、「
古
よ
り
今
に
至
る
ま
で
人
々
は

筑
波
お
山
の
美
し
い
・・・
」
と
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
の
幕
開
け
で
あ
る
。

　
続
い
て
人
々
の
持
つ
故
郷
に
対
す

る
思
い
の
深
さ
に
つ
い
て
問
い
か
け
、
そ
の
思

い
の
深
さ
は
11
年
半
前
に
起
き
た
東
日
本
大
震

災
の
被
災
者
が
強
く
持
っ
て
い
る
の
だ
と
語
る
。

　
語
り
は
、
東
日
本
大
震
災
で
九
死
に
一
生
を

得
た
人
々
の
復
興
へ
の
思
い
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

中
心
に
進
み
、
そ
の
思
い
に
沿
う
よ
う
に
女
性

達
の
美
し
い
歌
声
が
ハ
ー
モ
ニ
ー
豊
か
に
会
場

に
響
い
た
。

　
歌
「
人
は
皆
思
い
を
お
こ
す
今
は
生
き
て
明

日
を
語
る
・・・
」
か
ら
始
ま
り
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
宮
城
県
大
槌
町
の
被
災
者
が
設
置
し
た
「
風

の
電
話
」
に
ま
つ
わ
る
話
、
茨
城
県
総
合
福
祉

会
館
で
行
わ
れ
た
震
災
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン

サ
ー
ト
を
機
に
ポ
ル
タ
ー
モ
が
ス
ト
ー
リ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
を
始
め
た
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
震
災
復
興
へ
の
祈
り
を
込

め
た
「
花
は
咲
く
」
静
寂
な
中
に
女
性
達
の
澄

ん
だ
歌
声
が
広
が
り
、
人
々
の
大
き
な
拍
手
の

内
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
終
了
し
た
。（
白
土
）

　 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
〝
ポ
ル
タ
ー
モ
〞
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
ポ
ル
タ
ー
モ
と
は
、イ
タ
リ
ア
語
で
「
愛
の
扉
」
の
意
味
。

音
楽
大
学
出
身
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
伝
統
芸
術
家
、
舞

台
経
験
者
等
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を

メ
イ
ン
に
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
の
出
演
、
学
校
公
演

な
ど
の
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
10
月
19
日
（
水
）
水
戸
市

の
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ

会
館
で
、
第
72
回
茨
城
県
社

会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ポ
ル
タ
ー
モ
の
語
り
と
音

楽
が
あ
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
県
内
各
地
の
功

労
者
の
顕
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
本
市
関
係
者
を
紹
介
し
ま

す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

茨
城
県
知
事
表
彰

茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

第
72
回
茨
城
県
社
会
福
祉
大
会

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

オープニング・
 アトラクション
オープニング・
 アトラクション

表彰された方々表彰された方々
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　「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
・
・
・

は
寺
田
寅
彦
の
名
言
。
現
代
の

天
災
は
、
忘
れ
る
間
も
な
く

や
っ
て
来
る
」

　「
茨
城
県
に
活
断
層
が
無
い

の
は
幸
い
な
が
ら
、
全
国
最
多

の
有
感
地
震
県
で
あ
る
事
に
変

わ
り
は
な
い
」

　
９
月
１
日
の
防
災
の
日
に
ち

な
ん
だ
講
演
会
（
講
師
は
笠
間

市
防
災
士
の
志
村
謙
一
さ
ん
）

は
、
こ
ん
な
話
か
ら
始
ま
り
ま

　
11
月
５
日
に
発
声
・
表
現
力
の

基
礎
を
学
び
、11
月
12
日
に「
ど
っ

こ
い
だ
ん
ご
」
と
い
う
昔
話
の
読

み
聞
か
せ
の
練
習
と
発
表
を
し
ま

し
た
。高
学
年
が
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

低
学
年
が
セ
リ
フ
を
読
み
ま
し
た
。

　
児
童
は
少
し
緊
張
気
味
で
し
た

が
、
澄
ん
だ
声
で
表
現
力
豊
か
に

保
護
者
の
前
で
発
表
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
髙
信
先
生
か
ら
も
２
つ
の

読
み
聞
か
せ
が
あ
り
、参
加
児
童
・

保
護
者
は
感
動
し
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

し
た
。
私
に
と
っ
て
は
、
東
日

本
大
震
災
で
食
器
棚
の
食
器
を

ほ
と
ん
ど
失
っ
て
以
来
、
次
第

に
平
時
ボ
ケ
が
深
ま
る
中
で

の
、
当
時
の
気
持
ち
を
取
り
戻

す
久
々
の
機
会
で
し
た
。

　
講
演
で
は
、
特
に
地
震
に
つ

い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
の
ポ

イ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た

が
、
一
方
で
面
白
か
っ
た
の
は

次
の
よ
う
な
「
防
災
ク
イ
ズ
」。

【
問
】
家
に
い
る
時
、
大
き
な

地
震
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
最

初
に
取
る
べ
き
行
動
は
？

㋐
ド
ア
や
窓
を
開
け
る

㋑
ガ
ス
の
元
栓
を
し
め
る

㋒
机
の
下
に
か
く
れ
る

　
分
か
り
ま
す
か
。
昔
は
ま
ず

火
を
消
せ
！
　
だ
っ
た
そ
う
で

す
が
、正
解
は
㋒
だ
そ
う
で
す
。

　「
本
土
復
帰
五
十
年
」
沖
縄
戦
に
よ
り

本
土
防
衛
を
目
的
に
日
本
軍
が
配
備
さ

れ
、
連
合
軍
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
が
沖
縄

に
上
陸
。
一
般
住
民
が
戦
闘
に
巻
き
込

ま
れ
四
人
に
一
人
の
貴
い
命
を
失
い
ま

し
た
。

　
白
梅
学
徒
は
十
代
で
訓
練
も
わ
ず
か

な
中
、
負
傷
し
た
兵
士
、
深
手
を
負
っ

た
人
、
厳
し
い
悲
惨
な
状
況
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
治
療
看
護
は
並
大
抵
で

は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
の
様
な
証
言
を
さ

れ
た
女
性
、
監
督
、
俳
優
の
努
力
が
映

画
に
表
現
さ
れ
、
七
十
七
年
前
と
は
い

え
改
め
て
「
戦
争
の
悲
劇
」
は
将
来
に

わ
た
り
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
痛
感

し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
『
首
・
肩
・
腰
・
膝
』
が
痛
く
て
病
院
に
行
く
と
、

「
加
齢
の
せ
い
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
た
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
原
因
は
筋
肉
の
衰
え
が
大

半
ら
し
い
で
す
ね
。

　
自
分
が
治
療
、
予
防
の
為
に
学

ん
だ
ス
ト
レ
ッ
チ
筋
ト
レ
を
、
ボ

ラ
連
の
皆
さ
ん
に
お
役
に
立
て
た

い
と
開
催
し
ま
し
た
。
継
続
し
て

欲
し
い
と
の
声
に
応
え
て
「
笑
顔

で
楽
し
く
筋
肉
ア
ッ
プ
」
無
理
な

く
各
自
に
合
っ
た
レ
ベ
ル
で
、
月

一
回
教
室
を
開
く
事
に
し
ま
し
た
。

　
11
月
17
日
、
笠
間
公
民
館
に
お

い
て
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
と

り
な
が
ら
、
笠
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
研
修
会
を
行
い
ま

し
た
。
３
年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。

　
ま
ず
笠
間
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
長
か
ら
、
日
常
の
消
費
行
動

に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
や
注
意
点
に

つ
い
て
、
具
体
例
を
交
え
な
が
ら

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と

て
も
わ
か
り
や
す
い
説
明
で
、
こ

れ
か
ら
は
十
分
注
意
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
第
２
部
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
寄
席

で
す
。
万
葉
亭
小
太
郎
さ
ん
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
絡
め
た

落
語
と
古
典
落
語
、
流
し
の
て
っ

ち
ゃ
ん
さ
ん
に
よ
る
ギ
タ
ー
漫
談

で
、
私
達
は
笑
い
の
中
に
引
き
込

ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
秋
晴
れ
の
こ
の
日
、
と
て
も
有

意
義
な
一
日
で
し
た
。

　
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
あ
り

人
数
の
制
限
も
行
い
ま
し
た
の
で

参
加
者
は
140
人
程
で
し
た
。
こ
の

先
、
コ
ロ
ナ
感
染
を
気
に
せ
ず
、

希
望
者
が
全
員
参
加
で
き
る
研
修

会
を
開
催
で
き
る
日
が
来
る
こ
と

を
切
に
望
み
ま
す
。
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で
は
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の
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に
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演
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を
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施
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ま
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当
時
の
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を
取
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の
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と
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。
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支
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ボ
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で
は
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を
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岩
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で
は
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レ
ッ
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を
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市
ボ
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連
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会
研
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で
は
講
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と
寄
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を
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ぞ
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行
い
ま
し
た
。

　夏
休
み
中
に
実
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予
定
だ
っ
た

「
キ
ッ
ズ
教
室
（
マ
ネ
ー
教
室
と

読
み
聞
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せ
教
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が
各
支
所

で
再
開
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ま
し
た
。

　福
祉
バ
ザ
ー
が
、
友
部
・
笠
間
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部
で
開
催
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ま
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友
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長
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の
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防災士の志村さん防災士の志村さん

警備担当のメンズ達（友部支部）警備担当のメンズ達（友部支部）
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髙信佳子さんを囲んで

「
第
一
火
曜
日
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ま
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に
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活
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会
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落
語
家
　万
葉
亭
小
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興
「
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寄
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」
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タ
ー
漫
談
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の
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っ
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福祉バザー売上
友部支部 275,411円

笠間支部 207,130円
※収益金は地域福祉活動費として
　活用させていただきます。
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と
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地
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セ
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子
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参
加

『
キ
ッ
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ネ
ー
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室
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ッ
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ボランティア連絡協議会
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友部支部

『ふるさとまつりinかさま』
10月22日　友部公民館

笠間支部
11月５日　社協笠間支所（石井717）
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３年ぶりの開催（笠間支部）３年ぶりの開催（笠間支部）

皆様のご協力に感謝!!
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・
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わ
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５
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。
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を
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取
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。
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介
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と
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、
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の
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が
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の
こ
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禍
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数
の
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も
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た
の
で

参
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者
は
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程
で
し
た
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の

先
、
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皆様のご協力に感謝!!

令和４年度

5
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（善意銀行預託）善意の寄附を「ありがとう!!」

常磐システムエンジニアリング㈱
㈲永山スポーツ笠間
不二製油㈱関東工場
真知美容室
明治安田生命笠間営業所
㈲鍋屋本店
県立笠間高等学校ＪＲＣ部
岩間第一小学校
友部小学校
稲田小児童クラブ
岩間第一小児童クラブ
宍戸小児童クラブ
なかよし学童保育の会
　みなみ学園児童クラブ
岩間保育園
大沢保育園
おしのべ保育園
くるす保育所
すみれこども園
大成学園いなだこども園
大成学園かさまこども園
こじか幼稚園
さくら幼稚園
ともべ幼稚園
ドレミ幼稚園

阿内高志
常井芳衛
箱田京子
額田義文
笹嶋清美
不動院
㈲伊藤石材工業
岡本興業㈱
㈲笠間給食センター従業員一同
笠間広域森林組合
㈱笠間ソフトメン橋本屋
㈱ＤＣＬ
㈱ＤＣＬＦ
㈱ダイナム
関鉄水戸タクシー㈱
キヤノンモールド㈱
セキスイハイム工業㈱関東事業所
第一生命保険㈱
泰栄電器㈱
㈱玉越工業
田山電工所

県退職公務員連盟
県退職公務員連盟笠西支部笠間分会
県退職公務員連盟笠西支部岩間分会
笠間工芸の丘
更生保護女性会岩間支部
東京大学附属牧場
土師地区社会福祉協議会
日吉町区
南友部農事組合法人
オリーブ友部館
県立中央病院
　（施設課・消毒室・リネン室）
小規模多機能型居宅介護事業所
　ゆりのき

（福）木犀会花の郷
（福）木犀会ひまわり館
匿名（2件）

㈲笠間給食センター従業員一同
 2,314円
㈲永山スポーツ笠間 53,973円
阿亀親睦ゴルフコンペ 27,385円
匿名（4件） 10,570円

令和４年７月１日～令和４年10月31日まで（順不同・敬称略）

エコキャップ・使用済み切手・
食品・日用品など

物　　　　　品物　　　　　品

金　　　　　銭金　　　　　銭

4社から寄贈いただきました。ありがとうございました。

㈲笠間給食センター従業員一同様より
寄附金をいただきました

㈲永山スポーツ笠間様より寄附金を
いただきました

常磐システムエンジニアリング㈱様より
温度測定機器をいただきました

セキスイハイム工業㈱関東事業所様より
災害時用簡易トイレ・食品等をいただきました

このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
あ
り
、
こ
こ
数
年

で
急
速
に
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
み
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

便
利
に
な
る
反
面
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方

が
わ
か
ら
ず
取
り
残

さ
れ
て
し
ま
う
高
齢

者
が
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
方
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、
パ
ソ

コ
ン
と
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
基
礎
を
学
ぶ
講
座
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
講
師
は
㈱
Ｋ

Ｃ
Ｓ
三
村
さ
ん
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
講
座
は
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
谷
田

部
さ
ん
。
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

も
べ
で
、
８
月
26
日
か
ら
全
６
回

の
開
催
で
す
。

　
日
常
生
活
の
中
で
、
デ
ジ
タ
ル

化
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
出
来

な
い
・
苦
手
と
言
っ
て
い
ら
れ
な

い
ほ
ど
必
須
に
な
っ
た
き
た
事
を

感
じ
て
い
ま
す
。
多
く
の
情
報
源

と
し
て
普
及
し
生
活
環
境
・
速
度

の
変
化
や
視
野
の
広
が
り
な
ど
、

と
て
も
今
後
の
期
待
が
沢
山
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
様
な
デ
ジ
タ
ル

化
の
中
「
あ
れ
？
ど
う
す
る
の
」

な
ど
追
い
付
け
て
い
な
い
不
安
が

あ
り
ま
し
た
。利
便
性
が
高
い
分
、

正
し
い
理
解
を
身
に
付
け
て
、
不

安
な
く
対
応
で
き
た
ら
と
の
思
い

で
講
座
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
座
は
、
新
た
な
発
見
が
多
く

楽
し
い
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

又
、
参
加
者
同
士
が
フ
ォ
ロ
ー
し

合
い
な
が
ら
、
無
理
な
く
、
安
心

し
て
参
加
で
き
る
講
座
で
す
。

　
今
年
度
も
市
内
の
小
・
中
学
生

を
対
象
に
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金

に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
の
推
進
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
じ
ぶ

ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
。』

を
テ
ー
マ
に
、「
こ
の
町
に
あ
っ

た
ら
い
い
な
！
」
と
想
う
こ
と
を

描
い
て
も
ら
い
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
の
理
解
を
深
め
、
市
民
へ
の

啓
発
活
動
に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
、
小
学
１
年
生
〜
中

学
３
年
生
167
人
の
素
晴
ら
し
い
作

品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
ポ
ス
タ
ー
は
３
か
所
の
会
場
で

展
示
し
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々

に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
小
学
生
（
低
学
年
・
中
学
年
・

高
学
年
）
の
部
、
中
学
生
の
部
の

４
部
門
で
優
秀
作
品
を
決
定
し
、

次
号
の
か
さ
ま
社
協
だ
よ
り
に
掲

載
し
ま
す
。

　
ま
た
、
す
べ
て
の
作
品
を
掲
載

し
た
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
ポ
ス

タ
ー
集
」
を
発
行
し
、
市
内
の
赤

い
羽
根
共
同
募
金
協
力
店
や
公
共

機
関
等
に
置
い
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
児
童
・
生
徒

の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。•

•
•

•
•

•
•

•
•

10
／
13
〜
10
／
21

　
ポ
レ
ポ
レ
シ
テ
ィ
（
イ
オ
ン
笠
間
店
）

11
／
10
〜
11
／
23

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ

11
／
24
〜
12
／
８

　
友
部
公
民
館

飯
村

　久
美
子

デ
ジ
タ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
に
参
加
し
て

　
「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
」
と
い
う
言

葉
を
目
や
耳
に
す

る
こ
と
が
増
え
ま

し
た
が
、
ご
存
知

で
す
か
。
こ
れ
は

元
々
ラ
テ
ン
語
で
、

日
本
語
訳
で
は
「
多
様
性
」
や

「
相
違
性
」
と
い
う
意
味
で
使

わ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
の
笠
間
市
で
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
、
自

分
だ
け
が
暮
ら
し
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
と
は

自
分
と
他
者
で
成
り
立
っ
て
い

て
、
年
齢
や
性
別
・
出
身
や
人

種
・
障
が
い
や
病
気
の
有
無
な

ど
、
多
種
多
様
な
人
々
が
生
活

し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
健
康
な
年
長
者
の

男
性
な
ど
、
自
ら
選
ん
だ
わ
け

で
は
な
い
も
の
で
優
劣
が
あ

り
、
他
は
蔑
ろ
に
さ
れ
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
。
怪
我
や
病
気
な

ど
す
れ
ば
、
明
日
は
我
が
身
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
地
域

で
、
安
心
し
た
暮
ら
し
を
送
れ

ま
す
か
？

　
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
。
と
い

う
利
己
的
な
考
え
方
で
な
く
、

「
異
な
る
立
場
だ
っ
た
ら
ど
う

だ
ろ
う
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
気
づ

き
思
い
や
る
こ
と
が
、
未
来
の

笠
間
シ
テ
ィ
を
つ
く
る
の
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　 （
入
江
）

　

ちょっとちょっと

いい話いい話

スマホの使い方を学ぶ

パソコンの基礎を学んだ

デジタルボランティア
　　　　　　養成講座
デジタルボランティア
　　　　　　養成講座

赤
い
羽
根
共
同
募
金
ポ
ス
タ
ー
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（善意銀行預託）善意の寄附を「ありがとう!!」

常磐システムエンジニアリング㈱
㈲永山スポーツ笠間
不二製油㈱関東工場
真知美容室
明治安田生命笠間営業所
㈲鍋屋本店
県立笠間高等学校ＪＲＣ部
岩間第一小学校
友部小学校
稲田小児童クラブ
岩間第一小児童クラブ
宍戸小児童クラブ
なかよし学童保育の会
　みなみ学園児童クラブ
岩間保育園
大沢保育園
おしのべ保育園
くるす保育所
すみれこども園
大成学園いなだこども園
大成学園かさまこども園
こじか幼稚園
さくら幼稚園
ともべ幼稚園
ドレミ幼稚園

阿内高志
常井芳衛
箱田京子
額田義文
笹嶋清美
不動院
㈲伊藤石材工業
岡本興業㈱
㈲笠間給食センター従業員一同
笠間広域森林組合
㈱笠間ソフトメン橋本屋
㈱ＤＣＬ
㈱ＤＣＬＦ
㈱ダイナム
関鉄水戸タクシー㈱
キヤノンモールド㈱
セキスイハイム工業㈱関東事業所
第一生命保険㈱
泰栄電器㈱
㈱玉越工業
田山電工所

県退職公務員連盟
県退職公務員連盟笠西支部笠間分会
県退職公務員連盟笠西支部岩間分会
笠間工芸の丘
更生保護女性会岩間支部
東京大学附属牧場
土師地区社会福祉協議会
日吉町区
南友部農事組合法人
オリーブ友部館
県立中央病院
　（施設課・消毒室・リネン室）
小規模多機能型居宅介護事業所
　ゆりのき

（福）木犀会花の郷
（福）木犀会ひまわり館
匿名（2件）

㈲笠間給食センター従業員一同
 2,314円
㈲永山スポーツ笠間 53,973円
阿亀親睦ゴルフコンペ 27,385円
匿名（4件） 10,570円

令和４年７月１日～令和４年10月31日まで（順不同・敬称略）

エコキャップ・使用済み切手・
食品・日用品など

物　　　　　品物　　　　　品

金　　　　　銭金　　　　　銭

4社から寄贈いただきました。ありがとうございました。

㈲笠間給食センター従業員一同様より
寄附金をいただきました

㈲永山スポーツ笠間様より寄附金を
いただきました

常磐システムエンジニアリング㈱様より
温度測定機器をいただきました

セキスイハイム工業㈱関東事業所様より
災害時用簡易トイレ・食品等をいただきました



　「
オ
オ
タ
ニ
サ
ン
」「
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
」

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
大
活
躍
し
て
い
る
大

谷
翔
平
選
手
の
姿
が
、
連
日
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
た
。
三
振
を

奪
う
快
速
球
と
豪
快
な
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
、

次
々
と
記
録
を
更
新
し
て
い
る
。

　
体
力
・
ス
ポ
ー
ツ
才
能
抜
群
で
は
あ
る

が
、
今
も
現
役
大
リ
ー
ガ
ー
か
ら
刺
激
を

受
け
、
研
究
を
続
け
て
い
る
と
言
う
。
彼

の
理
想
は
高
く
、
こ
れ
か
ら
も
投
打
二
刀

流
の
進
化
が
、
大
い
に
楽
し
み
で
あ
る
。

　
卯
年
（
令
和
５
年
）
が
、
感
染
防
止
対

策
を
忘
れ
ず
、
時
に
は
マ
ス
ク
を
取
っ
て
、

地
域
活
動
の
和
が
広
が
り
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
寺
門
）

新入学祝金のご案内

インフォメーション

編
集
後
記

※その他、法律相談もあります。

５日・１９日
２日・１６日
２日・１６日
６日・２０日

１１日・２５日
８日・２２日
８日・２２日

１２日・２６日

１０日・２４日
１４日・２８日
１４日・２８日
１１日・２５日

TEL 0299－45－7889TEL 0296－77－0730TEL 0296－73－0084

公式 HP

SNSの
ご紹介

遺児養育手当のご案内

いばらきダイバーシティ宣言に登録しました第９回笠間市社会福祉大会

１月
２月
３月
４月

社協笠間支所
[第2・4火曜日]

ともべ
[第2・4水曜日]

いわま
地域福祉センター 地域福祉センター

[第1・3木曜日]

心配ごと相談所開設日程表

（受付は15：30までにお願いします）時間：13：00～16：00
日常の困りごとなど何でもご相談ください（無料・秘密保持）

　日時：令和５年２月11日（土）13：30～

　場所：笠間公民館大ホール

　内容：式典（顕彰）と講演会

　　　　　演題　「木久蔵流　笑うが一番」

　　　　　講師　二代目　林家 木久蔵
　　　　　　　　　　　　　　　（落語家）

　笠間市社会福祉協議会は令和4年8月23日、「いば
らきダイバーシティ宣言」に登録しました。ダイバー
シティ社会の実現に向け、誰もが安心して暮らせる福
祉コミュニティづくりやユニバーサルデザインに配慮
したまちづくり、新たな価値を創出できる人材育成を
推進します。
　※ダイバーシティ（多様性）

新年度に新入学（小学1年・中学1年）を迎える児童・
生徒のうち、次に該当する方。
　①ひとり親家庭
　②祖父母家庭
　③両親のどちらかに障がいがある家庭
　　　　身体障害者手帳1級、2級
　　　　精神障害者保健福祉手帳1級、2級
　　　　療育手帳Ⓐ、Ａ

  ●  支給額：1人につき　5,000円
  ●  締　切：令和5年3月3日（金）
  ●  申込先：笠間市社会福祉協議会
　　　　　または笠間市役所 子ども福祉課

市内に住所を有しかつ居住する、父母または父か母と
死別した義務教育修了前の児童・生徒を家庭において
養育している方。

持参するもの
　①遺児の戸籍謄本（初年度のみ）
　②養育者の世帯全員の住民票
　③振込先がわかるもの
　④印鑑
　　※昨年度申請された方には、郵送でお知らせします。

  ●  支給額：遺児1人につき　月額2,000円
  ●  締　切：令和5年3月3日（金）
  ●  申込先：笠間市社会福祉協議会

※コロナ感染症の状況等で
　中止する場合があります。

対象者 対象者

宗教

価値観

性別
ライフスタイル

年齢
障がい

文化

人種
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